
オ
バ
マ
大
統
領
の
広

島
訪
問
に
注
目
が
集
ま

る
。
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国

に
は
、
日
米
両
政
府
の

言
動
を
心
配
す
る
向
き
も
あ
る
が
、

広
島
・
長
崎
が
被
爆
し
た
事
実
は

変
わ
ら
な
い
。
戦
争
に
お
け
る
加

害
の
歴
史
と
被
害
の
歴
史
を
客
観

的
に
と
ら
え
つ
つ
、
核
兵
器
と
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
構
築
す

る
た
め
の
動
き
と
輪
を
大
き
く
し

た
い
▼
現
在
は
米
国
で
生
活
す
る

広
島
被
爆
者
の
笹
森
恵
子
さ
ん

（
83
）
は
共
同
通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
、
「
大
統
領
に
は
被
爆
が

ど
ん
な
に
大
変
だ
っ
た
の
か
広
島

で
感
じ
て
ほ
し
い
。
謝
っ
て
欲
し

い
と
は
思
わ
な
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
声
に
異
論
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
彼
女
の
願
い
は
大
統
領

の
謝
罪
以
上
の
、
た
だ
た
だ
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
な

の
だ
▼
笹
森
さ
ん
の
声
に
、
島
根

が
輩
出
し
た
永
井
隆
博
士
や
加
納

莞
蕾(

辰
夫)

の
姿
に
共
通
す
る
熱

い
思
い
を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
戦
後
70
年
の

昨
年
は
戦
争
関
連
の
各
種
報
道
も

多
く
、
高
校
生
も
自
分
な
り
に
平

和
な
世
界
観
を
持
つ
き
っ
か
け
の

年
に
な
っ
た
。
戦
後
71
年
の
今
年

を
、
単
な
る
戦
後
70
年
の
翌
年
に

し
た
く
は
な
い
。
異
な
る
意
見
に

も
耳
を
傾
け
つ
つ
、
昨
年
以
上
に

自
ら
の
考
え
を
再
確
認
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
高
校
生
も
大
人
も
、

氾
濫
す
る
情
報
を
読
み
解
く
力

（
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
養

う
こ
と
に
意
を
注
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
主
権
者
と
し
て
の
必
要

条
件
だ
。

（
編
集
長
記
）

蒼
雲

MITOYA
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三高生活と将来の青写真を描いた三瓶宿泊研修 4/20～22
１
年

※本日はＰＴＡ

総会へのご出席、

ありがとうござ

います

↑蚊に刺されて頭がかゆい？ わけではありません。慎重に進路目標
を確認しているのです（最終日のオリエンテーリング）。

『
皿
を
洗
い
、
皿
を
割
れ
』

新入生131名を迎えて

迷える新入生？

道標を探る三高キャリア教育のスタート

以
前
の
学
校
評
価
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
将
来
の
職
業
、
何
が
し
た
い
の
か
、
自
分
に
あ
っ
て
い
る
か
が
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
の

で
、
こ
の
教
科
が
得
意
と
か
、
好
き
！
の
前
に
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
職
業
が
あ
る
の
か
、

具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。
本
人
も
ま
だ
目
標
が
決
ま
ら
な
い
様
子
（
原
文
の
ま
ま
）
」

と
。
世
の
中
に
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の
か
を
、
教
員
が
教
え
る
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
調

べ
学
習
の
形
態
で
、
主
体
的
に
学
ぶ
の
が
入
学
直
後
の
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

4/20(水)

入所式

職業探究講座

講師:下村啓介氏

(ｷﾂｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ)

仕事調べ(個人活動)

マップ講座

講師:脇田鉄樹氏

(ｷﾂｽﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ)

仕事調べ(班活動)

学習・面談

4/21(木)

仕事調べ(班活動)

仕事調べ(クラス発表)

仕事調べ(学年発表)

学習・面談

4/22(金)

オリエンテーリング(写真左)

退所式

入
学
式
か
ら
10
日
後
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
結
団
式
で
恩

田
校
長
は
、
入
学
式
の
式
辞
で
説

い
た
「
皿
を
洗
い
、
皿
を
割
れ
」

の
言
葉
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、

新
入
生
を
激
励
し
た
。

「
皿
を
洗
わ
な
い
人
は
、
皿
を

割
る
こ
と
も
な
い
。
割
っ
て
も
い

い
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
皿
を
洗
え
」

言
い
換
え
れ
ば
「
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
挑
戦
せ
よ
。
失
敗
を
恐

れ
る
な
」
と
い
う
意
味
だ
。
こ
の

言
葉
は
、
『
私
が
く
ま
モ
ン
の
上

司
で
す
～
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
営
業
部

長
に
抜
擢
し
た
「
皿
を
割
れ
」
精

神
～
』(

祥
伝
社)

の
著
者
、
熊
本

県
の
蒲
島
郁
夫
知
事
の
座
右
の
銘

で
、
元
は
韓
国
で
自
治
体
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
た
著
名
人
の
言

葉
ら
し
い
。
地
域
に
貢
献
す
る
若

者
の
育
成
を
目
指
す
三
高
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
言

葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恩
田
校
長
は
さ
ら
に
、
「
今
の

自
分
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

変
わ
る
こ
と
、
自
分
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
若
さ
・
青
春
、

高
校
時
代
の
特
権
だ
と
思
い
ま
す
。

自
ら
を
変
え
て
成
長
す
る
こ
と
に

大
胆
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
激
励
し
た
。

恩
田
校
長
激
励
の
言
葉

つながろう三高
つながろう雲南

学びの成果をプレゼンで

柱は「仕事調べ」
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3年生は広島へ遠足に



４
月
９
日(

土)

に
挙
行
し
た
第
69
回
入
学
式
で
は
、
新
入
生
１
３
１
名
を
代
表
し
て
毛

利
優
希
さ
ん
が
「
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

日
々
の
勉
学
や
部
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
悔
い
の
な
い
３
年
間
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た(
写
真
中)

。

三刀屋高校の総合学科は、知識や技能を学ぶ

だけでなく、判断力や思考力、表現力や問題発

見・解決力を習得しながら、「学ぶこと」と

「生きていくこと・働くこと」とを結びつけ、

社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

平成25年度からの3年間は、県教委の「地域

でつなぐキャリア教育モデル事業実践校」の指

定を受け、今年の10月には総合学科の全国大会

が本校を会場に開催し、取り組みの成果も発表

します(入学式での校長式辞より)。

三高生に期待する今年度の
こ れ か ら

誠
実
・

剛
健

礼
儀
・

規
律

勤
労
・

勉
励

【 校訓 】昭和5年制定

勉励 昨
年
度
の
良
好
な
出
席
状
況
を
ベ
ー

ス
に
、
恩
田
校
長
は
１
学
期
始
業
式
の

講
話
と
翌
日
の
入
学
式
の
式
辞
で
、
何

事
に
も
受
け
身
で
は
な
く
、
「
学
校
が

自
分
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
」

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
「
自
ら
何
が
で

き
る
か
」
を
考
え
、
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
高
校
生
活

を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

「
自
分
は
こ
こ
ま
で
だ
」
と
線
を
引
か

ず
、
学
習
に
部
活
動
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
求
め
た
。

始
業
式
で
は
、
開
校
間
も
な
い
昭
和

５
年
に
制
定
さ
れ
た
校
訓
を
紹
介
す
る

中
で
、
礼
儀
正
し
く
元
気
な
挨
拶
が
で

き
る
本
校
生
に
対
し
、
今
年
度
は
今
一

歩
「
勉
励
」
に
心
が
け
て
も
ら
い
た
い

と
激
励
し
た
（
写
真
下
）
。

『
効
果
の
上
が
る
ノ
ー
ト
の
取
り
方
』

▽
講
師
／
蔵
下
克
哉
氏

(

キ
ッ
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
専
任
講
師)

総
合
学
科
３
年
間
の
学
び
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て

講
師
の
蔵
下
先
生
は
、
授
業
に

能
動
的
に
臨
む
こ
と
を
求
め
、

・
板
書
の
書
き
写
し
で
は
ダ
メ
！

・
自
分
自
身
が
理
解
で
き
た
も
の

を
書
く
こ
と
！

・
ポ
イ
ン
ト
は
「
予
習
」
で
あ
る

と
説
き
、
後
日
ノ
ー
ト
を
見
て
授

業
を
思
い
出
せ
る
か
ど
う
か
、
つ

ま
り
「
復
習
」
に
使
え
る
ノ
ー
ト

か
否
か
が
重
要
と
力
説
し
た
。

ま
た
、
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
予
習

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
弱
点
が
わ

か
る
と
と
も
に
、
授
業
が
復
習
に

な
る
の
で
記
憶
の
定
着
度
が
上
が

る
と
し
た
。

「
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
復
習
の
コ

ツ
」
に
関
し
て
は
、

・
当
日
ま
た
は
次
の
日
ま
で
に
目

を
通
す
こ
と
！

・
復
習
で
授
業
の
再
現
が
で
き
る

か
が
大
切
！

・
で
き
る
だ
け
ノ
ー
ト
を
た
く
さ

ん
と
る
こ
と
で
、
記
憶
の
定
着
度

が
ア
ッ
プ
す
る
！

と
助
言
し
て
い
た
だ
い
た
。

※

当
日
の
配
布
資
料
に
基
づ
き
、

講
演
要
旨
を
学
校
Ｈ
Ｐ
（
新
着
情

報
４
／
15
付
け
）
に
も
掲
載
し
て

あ
る
の
で
上
級
生
も
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

１
年
生
の
授
業
「
産
業
社
会
と

人
間
」
で
は
、
本
校
図
書
館
の
渡

入学式直後には、新入生と上級
生の対面式も。

「
図
書
館
か
ら
は
じ
ま
る
『
学
び
』
の
ガ
イ
ド
」

部
司
書
の
助
言
と
指
導
を
も
と
に
、

調
べ
学
習
の
基
礎
基
本
を
学
ん
だ
。

島
根
県
高
等
学
校
図
書
館
研
究
会

が
発
行
し
た
写
真
の
「
図
書
館
か

ら
は
じ
ま
る
『
学
び
』
の
ガ
イ
ド

２
０
１
６
」
や
、
渡
部
司
書
が
作

成
し
た
資
料
を
も
と
に
、
調
べ
た

い
事
柄
に
適
し
た
書
籍
資
料
の
探

し
方
、
調
べ
る
手
段
や
参
考
図
書

に
つ
い
て
の
助
言
を
受
け
た
。

２
時
間
枠
の
後
半
で
は
、
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
百
科

事
典
」
「
国
語
辞
典
」
「
世
界
国

勢
図
会
」
「
現
代
用
語
の
基
礎
知

識
」
等
、
本
校
図
書
館
に
所
蔵
す

る
書
籍
を
駆
使
し
て
レ
ポ
ー
ト
を

完
成
さ
せ
た
（
写
真
）
。
今
後
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
「
学
び
」
に
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
こ
の
時
間
と
前
後
し
て

１
年
生
各
ク
ラ
ス
は
、
「
図
書
館

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
図
書

館
利
用
方
法
全
般
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

2016年（平成28年）5月14日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第107号（２）
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総
合
学
科
１
年
次
の
授
業
『
産
業
社
会
と
人
間
』
（
週
２
時
間
）
を
使
い
、
様
々
な
学
び
を
体
現
し
ま
す

「産業社会と人間」

の２時間で

１

年



雲
南
市
・奥
出
雲
町
・安
来
市
の
３
市
町

で
構
成
す
る
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
が

認
定
申
請
し
て
い
た
雲
南
圏
域
の
た
た
ら
関

連
遺
産
が
「日
本
遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
。

昨
年
の
登
録
第
１
弾
で
は
18
件
（応
募
83
件
）

が
認
定
さ
れ
、
２
度
目
と
な
っ
た
今
回
は
新
た

に
19
件
（
応
募
67
件
）が
「日
本
遺
産
」に
認
定

さ
れ
た
。
有
形
・無
形
の
文
化
財
を
織
り
込
ん

だ
「
ス
ト
ー
リ
ー
」を
通
し
て
、
歴
史
や
文
化
を

国
内
外
に
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
を
狙
う
。

今
回
を
含
め
計
37
件
と
な
っ
た
認
定
数
を
、

主
管
す
る
文
化
庁
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
百
件
程
度
ま
で
増
や
す
方
針
だ
。

登
録
は
素
直
に
喜
び
た
い
が
、
全
国
で
百
件

ま
で
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
認
定
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
次
第
に
薄
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
受
入

れ
体
制
を
地
域
挙
げ
て
整
え
、
他
地
域
に
負

け
な
い
よ
う
に
魅
力
を
発
信
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
仕
掛
け
づ
く
り
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
喜
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
。

全
国
で
唯
一
、
往
時
の
高
殿
（た
た
ら
製
鉄

炉
）が
残
る
雲
南
市
吉
田
町
の
菅
谷
高
殿
の

施
設
を
管
理
す
る
朝
日
光
男
さ
ん
（70
）も
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
に
対
し
、
「
来
春
か
ら
の
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
豪
華
寝
台
列
車
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ

ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
の
立
ち
寄
り
観
光
地
に
も

決
定
し
て
お
り
、
益
々
来
訪
者
が
多
く
な
る

こ
と
だ
ろ
う
が
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
は
絶
対
的

に
不
足
し
て
お
り
、
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
も
不
可
欠
」と
心
配
は
尽
き
な
い
。

石
見
銀
山
遺
跡
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
直
後
、
全
国
か
ら
観
光
客
が
殺
到
し
た
も

の
の
、
そ
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
歴
史
遺
産
を
紹
介

す
る
案
内
施
設
や
ア
ク
セ
ス
手
段
の
整
備
が

後
手
に
回
っ
た
感
も
あ
っ
た
。
最
近
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
来
日
観
光
客
）
の
急
増
、
そ
の
急
増

に
よ
っ
て
困
惑
す
る
一
部
観
光
地
の
様
子
を

報
道
で
見
る
に
つ
け
、
覚
悟
し
て
迎
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
松
江
道
開
通
当
初
の
、
道
の
駅

「た
た
ら
ば
壱
番
地
」の
混
雑
ど
こ
ろ
で
は
な
い

混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
。

▼
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ
イ
ト
ル
／
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

（
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
）

日
本
古
来
の
鉄
づ
く
り
「
た
た
ら
製
鉄
」
で
繁
栄
し
た
出
雲
の
地
で
は
、
今
日
も
な

お
世
界
で
唯
一
た
た
ら
製
鉄
の
炎
が
燃
え
続
け
て
い
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
は
，
優
れ
た
鉄
の
生
産
だ
け
で
な
く
、

原
料
砂
鉄
の
採
取
跡
地
を
広
大
な
稲
田
に
再
生
し
、
燃
料
の
木
炭
山
林
を
永
続
的
に
循
環
利
用
す
る
と
い
う
、
人

と
自
然
と
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
日
本
社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

鉄
の
流
通
は
全
国

各
地
の
文
物
を
も
た
ら
し
、
都
の
よ
う
な
華
や
か
な
地
域
文
化
を
も
育
み
ま
し
た
。
今
も
こ
の
地
は
、
神
代
の
時

代
か
ら
先
人
た
ち
が
刻
ん
で
き
た
鉄
づ
く
り
千
年
の
物
語
が
終
わ
る
こ
と
な
く
紡
が
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
科
〈
３
年
調
理
〉

申請には加わらなかった飯南町も、実は
たたら製鉄および鉄穴流し関連の跡地を随

所で確認できる。写真は国道54号線沿いの
「道の駅とんばら」から見える鉄穴残丘。

ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
出
場
を
め
ざ
す
調
理
の
達
人
６
名

家
庭
科
の
授
業
「
調
理
」
を
選

択
す
る
３
年
生
６
名
が
、
貝
印
株

式
会
社
が
主
催
す
る
第
９
回
貝
印

ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
（
優
勝
賞
品
／

豪
華
パ
リ
研
修
旅
行
）
へ
の
応
募

を
め
ざ
し
、
授
業
で
試
作
品
を
作
っ

た
。頑

張
れ
三
高
生
！

調
理
の
達
人
と
い
わ
れ
る

そ
の
日
ま
で
!?

（
校
内
に
種
々
の
「
○
○
甲
子
園
」

の
案
内
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。
関
心
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
担
当
教
員
に
相
談
を
。
）

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

斐

伊

川

物
語
第
20
回

今昔

「

日
本
遺
産

」
登
録

出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

生
徒
会
長
に
選
出
さ
れ

た
小
林
昂
貴
さ
ん
（
３
年
）

を
中
心
に
生
徒
会
の
新
役

員
体
制
が
固
ま
り
、
16
名

か
ら
な
る
前
期
生
徒
会
執

行
部
の
出
発
式
が
先
頃
開

か
れ
た
（
公
欠
者
あ
り
）
。

恩
田
校
長
、
石
橋
３
年

主
任
の
ほ
か
、
本
校
Ｏ
Ｂ

で
高
校
在
学
中
に
は
生
徒

会
長
を
経
験
し
た
験
馬
・

生
徒
会
長
経
験
者
（
教
員
）
も
エ
ー
ル
を
送
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
ボ
ー
ト
競
技
）
の

生
徒
活
動
拠
点
校
と
し
て
の
活
躍
に
も
期
待
！

「
未
成
年
者
飲
酒
喫
煙
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
協
力

４
月
19
日
（
火
）
の
登
校
時
、

前
生
徒
会
長
・
副
会
長
と
新
生
徒

会
長
の
３
名
が
、
校
門
や
三
刀
屋

バ
ス
セ
ン
タ
ー
前
で
「
未
成
年
者

飲
酒
喫
煙
防
止
」
を
呼
び
か
け
た
。

「
雲
南
小
売
酒
販
組
合
」
・

「
出
雲
た
ば
こ
販
売
協
議
会
」
の

要
請
に
応
じ
た
も
の
で
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
て
行
わ
れ
、
同
様

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
県
内
各
地
で

も
行
わ
れ
た
。

高
尾
の
両
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
顧
問
も
駆
け
つ
け
て
激
励

の
言
葉
を
寄
せ
た
。

２
学
期
初
め
の
学
園
祭

（
三
高
祭
）
の
準
備
だ
け
で
な
く
、

日
頃
の
活
動
に
も
期
待
し
た
い
が
、

７
月
末
か
ら
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖

（
尾
原
ダ
ム
湖
）
を
会
場
と
す
る

全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
に
係

る
生
徒
活
動
で
も
、
お
も
て
な
し

の
心
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。

ボ
ー
ト
競
技
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
は

高
野
寛
子
さ
ん
（
３
年
）
の
作
成

（３）第107号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）5月14日(土)



4月21日（木）上級生は

３
年

広
島

平
和

公
園

周
辺

遠
足

に
行

っ
て

き
ま

し
た

２
年

蒜
山

高
原

セ
ン
タ
ー

雨にも負けず風にも負けず

平成ジャンプ！

三高の2016春闘

剣

道

安
部
さ
ん
（
３
年
）

男
子
個
人
ベ
ス
ト
16

（
４
／
24
、
益
田
市
民
体
育
館
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
個
人
】

安
部
勝
久
（
３
年
）

４
回
戦
進
出
ベ
ス
ト
16

※

個
人
戦
で
は
男
女
の
ベ

ス
ト
32
以
上
の
選
手
が
県

総
体
後
の
６
月
17
、
18
日

に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る

中
国
大
会
に
出
場
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

剣
道
部
員
は
現
在
、
３
年
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
４
／
28
～
30
、
浜
山
公
園
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
津
和
野

【
女
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
③
‐
０
津
和
野

▽
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
南

【
女
子
個
人
】

▽
２
回
戦
進
出

若
槻
真
依
（
１
年
）
・

土
谷
美
蘭
（
１
年
）
ペ
ア

古
家
伶
美
（
３
年
）
・

佐
々
木
愛
（
２
年
）
ペ
ア

▽
３
回
戦
進
出

菅
田
野
衣
（
２
年
）
・

中
林
楓
香
（
２
年
）
ペ
ア

の
２
名
の
み
。
今
大
会
で
は
最
低

３
名
で
出
場
で
き
る
団
体
戦
に
も

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
が
、
新
入
部
員

を
確
保
で
き
ず
、
無
念
の
不
戦
敗

と
な
っ
た
。
日
頃
は
外
部
講
師
の

飯
石
一
夫
先
生
（
本
校
Ｏ
Ｂ
、
体

中
国
大
会
出
場
へ
！

育
非
常
勤
講
師
）
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
二
人
で
の
練
習
を
続
け

る
が
、
週
末
は
他
校
と
の
練
習
試

合
も
重
ね
る
。
新
入
部
員
の
加
入

が
待
た
れ
る
。

【
男
子
】

（
４
／
16
、
江
津
市
民
体
育
館
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
73
‐
62
江
津
工
業

▽
２
回
戦

三
刀
屋
50
‐
57
松
江
北

「
昨
年
よ
り
２
回
戦
の
壁
を
突

破
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
て
い

る
。
接
戦
に
強
く
な
る
よ
う
普
段

の
練
習
よ
り
粘
り
強
く
、
厳
し
く

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。
」

（
細
木
監
督
談
）

【
女
子
】
（
４
／
16
、
浜
田
高
校
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
50
‐
53
松
江
市
立
女
子

あ
と
一
歩
で
勝
利
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
が
、
部
員
は
よ
く
頑
張
っ

た
。
総
体
に
向
け
、
い
か
に
ミ
ス

を
少
な
く
す
る
か
だ
と
思
う
。
ベ

ス
ト
８
を
目
標
に
練
習
し
て
も
ら

い
た
い
。
」
（
藤
原
監
督
談
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＜男子決勝＞4月24日（雲南市加茂中央公園）

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 計

三刀屋 2 2 0 0 3 0 8 15

安来 0 0 0 3 0 0 0 3

＜女子決勝＞4月24日（雲南市加茂中央公園）

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 計

三刀屋 3 2 0 10 0 15

松江商業 0 0 0 0 3 5回ｺー ﾙﾄﾞ 3

女
子
団
体
初
戦
突
破

男女アベック

中
国
大
会
（
本
日
）
出
場
へ

【
男
子
】

▽
決
勝

三
刀
屋
15
‐
３
安
来

【
女
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
58
‐
０
明
誠

▽
準
決
勝

三
刀
屋
⑨
‐
２
大
東

▽
決
勝

三
刀
屋
15
‐
３
松
江
商
業

※
男
女
と
も
に
、
５
月
14
日
、

15
日
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

る
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
。

柔

道

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中国高校選手権島根県予選

【
男
子
団
体
】

▽
予
選
リ
ー
グ
（
邇
摩
・
益
田
東
）

２
敗
（
予
選
リ
ー
グ
敗
退
）

【
男
子
個
人
】

▽
73
㎏
級

須
山
暁
裕
（
２
年
）

２
回
戦
進
出

【
女
子
】

▽
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋

‐

益
田
東
（
棄
権
）

三
刀
屋
１
‐
②
矢
上

「
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
１
対
１
で

迎
え
た
第
３
セ
ッ
ト
、
序
盤
は
リ
ー

ド
し
て
い
た
が
、
そ
の
リ
ー
ド
を

保
て
ず
逆
転
負
け
。
総
体
で
は
結

（
４
／
23
～
24
、
石
見
武
道
館
）

（
４
／
14
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

果
を
出
し
た
い
。
」

（
野
々
村
監
督
談
）

本頁の部活動結果は、すべて中国高
校選手権島根県予選の結果です。

春休み中は、島根大

学との合同練習も

本校勢では久しぶりに中国大会出
場を決めた安部さん(右)

2016年（平成28年）5月14日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第107号（４）



昨
年
度
の
島
根
県
内
高
校
文

化
部
の
活
動
を
ま
と
め
た
高
文

連
機
関
誌
『
炬
火
』
が
４
月
に

発
行
さ
れ
、
県
内
全
高
校
の
全

ク
ラ
ス
に
一
冊
ず
つ
配
布
さ
れ

て
い
る
。
今
回
初
め
て

Ａ
４
判
サ
イ
ズ
と
な
っ
た
『
炬

火
』
の
巻
頭
カ
ラ
ー
頁
に
は
、

学
校
別
と
し
て
は
最
多
タ
イ
の

４
点
の
作
品
・
発
表
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

《
今
年
の
全
国
高
総
文
祭
写
真

部
門
大
会
に
参
加

す
る
小
池
な
な
み

さ
ん
（
３
年
）
の

作
品
写
真
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

出
品
作
は
『
夢
追

い
』
で
す
。
》

『炬火』2015年版

島根県高文連機関誌
４
月
13
日
（
水
）
の
昼
休
み
、

毎
年
恒
例
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
た
。
軽
快
な
演
奏

と
コ
ミ
カ
ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
、
中
庭
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

前
日
の
各
種
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
続
き
、
こ
の
日
は
新
入
生
に

と
っ
て
初
め
て
の
通
常
授
業
で
、

緊
張
続
き
の
新
入
生
の
心
も
明
る

く
和
ら
い
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
15
日

（
金
）
に
も
行
わ
れ
た
。

吹
奏
楽

新
入
生
歓
迎
！
ラ
ン
チ
・
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

三
高
の
三
太
郎
総
出
演
！

華

道

サ
ッ
カ
ー

合
同
Ｂ
（
三
刀
屋
・
大
東
）

③
‐
１
出
雲
西
Ｂ

標
記
リ
ー
グ
戦
は
、
４
月
か
ら

の
半
年
間
の
シ
ー
ズ
ン
で
全
12
試

合
を
戦
う
。

部
員
不
足
で
大
東
高
校
と
の
合

同
チ
ー
ム
で
出
場
し
た
本
校
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
出
雲
西
高
校

Ｂ
と
の
対
戦
で
、
前
半
２
点
を
先

取
し
、
後
半
に
１
点
を
献
上
す
る

も
３
対
１
で
開
幕
戦
勝
利
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

野
球

大
型
連
休
初
日
の
４
月
29
日

（
昭
和
の
日
）
、
新
入
生
５
名
を

含
む
茶
道
部
員
６
名
が
出
雲
市
渡

橋
町
の
観
音
寺
で
開
か
れ
た
「
新

樹
の
茶
会
」
に
出
席
し
た
。

三
斎
流
（
森
山
宗
浦
家
元
）
の

門
下
組
織
「
九
曜
会
」
が
主
催
し

た
今
年
の
茶
会
に
は
４
２
０
名
が

招
か
れ
、
本
校
茶
道
部
員
も
新
入

生
を
中
心
に
参
加
し
た
。

一
般
市
民
や
初
心
者
に
も
親
し

み
や
す
い
薄
茶
席
と
呈
茶
席
が
設

け
ら
れ
、
参
加
し
た
生
徒
は
「
緊

張
し
ま
し
た
が
、
隣
の
方
に
も
色
々

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
語
っ

て
く
れ
た
。

＜出雲地区予選＞（浜山球場）

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

三刀屋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大 社 0 0 0 0 0 0 1 0 × 1

（
４
／
29
、
観
音
寺
／
出
雲
市
渡
橋
町
）

２
０
１
６
島
根
県
ユ
ー
ス
リ
ー
グ

（
４
／
23
、
出
雲
農
林
高
校
）

朝日(3年)の好投報われず惜敗

島根県高校春季野球大会地区予選

４
／
22

陸
上
競
技

（
４
／
23
～
24
、
浜
山
競
技
場
）

【
一
般
男
子
】

▽
１
５
０
０
ｍ

須
山
泰
成
（
２
年
）
６
位

自
己
ベ
ス
ト
で
予
選
を
通
過

し
、
決
勝
で
は
さ
ら
に
３
秒

近
く
タ
イ
ム
を
縮
め
４
分
16

秒
51
の
記
録
で
６
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

【
一
般
女
子
】

▽
百
ｍ

小
豆
澤
真
帆
（
２
年
）

次
点
（
９
位
）
で

決
勝
進
出
な
ら
ず

小
豆
澤
さ
ん
は
予
選
で
全
体
８

位
の
記
録
だ
っ
た
が
、
同
タ
イ
ム

の
選
手
が
お
り
、
千
分
の
二
秒
差

の
判
定
に
よ
っ
て
惜
し
く
も
決
勝

進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

前
週
の
全
山
陰
陸
上
競
技
大
会

に
続
く
今
大
会
で
は
、
男
子
百
ｍ

の
山
田
幹
さ
ん
（
３
年
）
が
11
秒

83
、
男
子
四
百
ｍ
の
西
村
太
志
さ

ん
（
２
年
）
が
１
分
０
秒
67
と
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
記
録
を
更
新
す
る

健
闘
を
み
せ
た
。
県
総
体
ま
で
タ

フ
な
大
会
日
程
が
続
く
が
、
体
調

管
理
に
気
を
付
け
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

出
雲
陸
上
競
技
大
会

三高日誌

学級日誌より

（抜粋）

▼
４
月
15
日
（
金
）
…
今
週
は
す

ご
く
疲
れ
ま
し
た
。
３
年
に
な
っ

た
ば
か
り
で
、
新
し
く
選
択
し
た

授
業
が
多
く
、
慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
で
大
変
で
し
た
。
で
も
、
自

分
の
進
路
に
合
っ
た
勉
強
が
で
き

る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
（
３
年
）

▼
４
月
19
日
（
火
）
…
ま
だ
ま
だ

生
活
リ
ズ
ム
が
作
れ
て
い
な
い
け

れ
ど
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
ち
ゃ
ん

と
勉
強
で
き
る
時
間
を
確
保
し
な

が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
（
生
徒
会
役
員
）
選
挙
が

あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
後
、
自
分

た
ち
も
あ
あ
い
う
先
輩
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
（
１
年
）

▼
４
月
27
日
（
水
）
…
１
年
生
が

入
部
し
て
人
数
も
増
え
て
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
っ

て
、
み
ん
な
部
活
に
対
し
て
や
る

気
が
増
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
に

負
け
な
い
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き

る
よ
う
に
、
必
死
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
（
２
年
）

▼
５
月
２
日
（
月
）
…
大
き
な
地

震
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
の
で
、
実
際
に
は
ど
ん
な

状
況
か
、
被
害
者
の
気
持
ち
を
考

え
て
み
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
け

れ
ど
、
不
安
な
気
持
ち
で
ず
っ
と

過
ご
し
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
考
え
て
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。
（
１
年
）

（
実
際
の
学
級
日
誌
の
多
く
は
、

熱
い
思
い
を
込
め
た
長
文
で
埋
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
）

卓

球

中
国
高
校
選
手
権
県
予
選

（
４
／
28
～
29
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
松
江
工
業

【
女
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
出
雲

【
男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
２
回
戦
進
出

山
毛
翔
太
（
３
年
）
・

和
泉

僚
（
２
年
）
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木次線を含めて、地域の課題を探ってその解決策を考

えるためには、まずは客観的な状況をつかむことが必要ですね。

以下は「データで見るＪＲ西日本2014」より、１日１㎞当たり

の平均通過人員「輸送密度」の低い順です。

1位 芸備線・東城～備後落合（25.8km） ８

2位 三江線・三次～江津（108.1km） ４４

5位 芸備線・備後落合～三次（45.7km）１９７

7位 木次線・備後落合～宍道（81.9km）２４５

※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ第21回

今
日
の
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
苦
境
の
一

因
に
は
、
米
子
～
岡
山
間
の
伯
備

線
と
違
い
、
山
陽
側
と
の
連
絡
路

線
の
役
目
を
果
た
さ
な
く
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

大
正
時
代
に
た
た
ら
製
鉄
の
灯
が

消
え
る
の
と
前
後
し
て
、
雲
南
圏
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
開
通
し

た
木
次
線
は
、
備
後
落
合
駅
か
ら

先
は
芸
備
線
に
よ
っ
て
三
次
駅
、
そ

し
て
広
島
駅
へ
と
つ
な
が
り
、
木
次

線
は
陰
陽
連
絡
の
路
線
と
し
て
機

能
し
て
い
た
。
そ
こ
に
走
っ
た
の
が

急
行
ち
ど
り
号
で
、
芸
備
線
と
合
流

す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
備
後
落
合
駅
に
は
、

高
度
成
長
期
に
百
人
を
超
す
職
員

が
お
り
、
駅
前
に
は
２
軒
の
旅
館
を

は
じ
め
食
堂
、
床
屋
、
酒
屋
な
ど
が

軒
を
並
べ
て
い
た
。
最
盛
期
は
夜

行
を
含
め
て
４
～
５
往
復
が
広
島
と

松
江
・
米
子
を
結
び
、
一
部
に
は
岩

国
～
鳥
取
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
列
車

も
存
在
し
た
。

し
か
し
、
国
道
54
号
線
の
整
備
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ

て
、
平
成
２
年
に
木
次
線
か
ら
急
行

ち
ど
り
号
の
姿
が
消
え
、
そ
の
10
年

後
に
は
広
島
～
備
後
落
合
間
の
急

行
列
車
も
廃
止
さ
れ
、
以
後
は
広

島
か
ら
の
急
行
列
車
は
三
次
駅
止

ま
り
と
な
っ
た
。
今
や
、
芸
備
線
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
木
次
線
以
上
に
深

刻
な
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
で
あ
り
、
陰

陽
連
絡
路
線
と
し
て
の
役
割
は
全

く
果
た
し
て
い
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
山
陽
新
幹
線
が
１

９
７
２
年
に
岡
山
ま
で
開
通
し
て
以

降
、
山
陰
か
ら
京
阪
神
方
面
に
向

か
う
高
速
路
線
と
し
て
伯
備
線
の

旅
客
需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
10
年
後

に
は
全
線
の
電
化
工
事
を
終
え
、
岡

山
駅
ま
で
の
所
要
時
間
を
短
縮
し

て
特
急
や
く
も
号
の
運
行
本
数
も

増
え
た
。
こ
の
伯
備
線
の
よ
う
な
高

速
化
が
木
次
線
で
実
現
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
出
雲
坂
根
～
三

井
野
原
間
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
勾
配
の
き
つ
さ

と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
に
く
い
曲
が
り

く
ね
っ
た
ル
ー
ト
の
多
さ
に
あ
っ
た
。

旅
客
需
要
拡
大
の
た
め
に
は
、
高
速

化
と
は
真
逆
か
ら
も
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ト
ロ
ッ
コ

列
車
の
登
場
に
つ
な
が
っ
た
。

木

次

線

物
語
第
２
回

今昔

平
成
２
年
３
月
が
最
後
と
な
っ

た
木
次
線
の
急
行
ち
ど
り
号
。

高
速
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
木
次
線

陰
陽
連
絡
の
主
力
は
伯
備
線
に

持ちつ持たれつ

選手をサポートする地元学生
木次線沿い隣町の島根リハビリテーション学院との交流

怪
我
の
な
い
体
作
り
と
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
め
ざ
し
て

本紙シリーズ「斐伊川今昔物語」または「木次線今 昔物語」
の編集作業に参加し、地域を元気づける提言をしてみませんか？募

集
し
ま
す

運
動
部×

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

日本の25年先の高齢化社会をいく雲南市。

様々な課題に対し、前向きにチャレンジす

る人が生まれ、少しずつ成果を残しつつあ

ります▼雲南市は、子ども、若者、大人に

よる三つのチャレンジを連鎖させ、10年後

も、20年後も市民みんなで支え合い、いき

いきと暮らせる魅力あるまちづくりに挑戦

しています。（雲南市ＨＰより）

本紙編集長が、地域の諸課題と結び付けて考えるお手伝いを

します。学年は問いませんが、特に１年生の皆さんにとっては、

来年の課題研究テーマ設定にも役立つのではないでしょうか？

チャレンジしてみましょう！（希望者は職員室の総務部教員まで）

前
回
12
月
に
続
き
、
春
休
み
中

に
奥
出
雲
町
の
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
（
島
リ
ハ
）
の
教
員

と
学
生
12
名
が
来
校
し
、
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
ス
ポ
ー
ツ
障
が

い
を
な
く
す
た
め
の
講
義
と
身
体

能
力
測
定
を
受
け
た
。

ま
た
、
４
月
に
は
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
と
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
計
32
名
が
島
リ
ハ
を
訪
問

し
、
同
校
の
先
生
と
学
生
11
名
が

筋
電
図
や
重
心
動
揺
計
も
活
用
し

て
身
体
能
力
測
定
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
前
回
（
12
月
）
と
比
較
す
る
と
、

柔
軟
性
・
筋
力
と
も
に
向
上
し
た

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

学
生
に
と
っ
て
も
、
授
業
で
学

ん
だ
知
識
を
実
践
現
場
で
応
用
し

て
い
く
面
白
さ
や
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
働
く
楽
し
さ
を
体
感
で
き

た
と
の
こ
と
。
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
で
、
今
後
も
本
校
部
員
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

↑肩の可動性の評価

↑運動機能評価を行っている場面

↑お世話になりました（3月の男子ソフ
トボール部）。雲南市立病院理学療法士
の影山哲士先生にも運動機能評価のサポー

トをして頂きました。
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日 曜 学校行事等 部活等

１４ 土
中間試験２日目 PTA総会
第1回PTA生活指導委員会兼人権・同和教育推進委員会

１５ 日 学校開放

１６ 月 中間試験３日目

１７ 火 中間試験最終日

１８ 水
総体激励期間(～6/4) S.C
3年内科検診(2クラス)

１９ 木 1年歯科検診 人権・同和教育SHR

２０ 金

２１ 土

２２ 日

２３ 月

２４ 火 壮行式 3年内科検診(3クラス)

２５ 水 眼科検診 尿検査③

２６ 木 2年歯科検診

２７ 金 書道

２８ 土 神戸芸術工科大ﾃﾞｯｻﾝ講習会 県総体前期

２９ 日

３０ 月 教育実習開始

３１ 火

日 曜 学校行事等 部活等

１ 水

２ 木

３ 金 美術 演劇

４ 土

５ 日 県総体後期

６ 月 総体報告会 3年学年集会 学習時間調査(～12)

７ 火 身体検査(7・8限)

８ 水 スポーツテスト 6限授業

９ 木 3年歯科検診

１０ 金 3年進研M模試 2年進路講演会 第1回英検1次

１１ 土
3年進研M・就職公務員模試
全学年保護者進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

ソフトボール

１２ 日 自然科学

１３ 月

１４ 火
生徒総会 3年人権・同和教育LHR
2年内科検診(2クラス)

１５ 水 眼科検診② S.C

１６ 木 芸術鑑賞

１７ 金 ＪＲＣ

１８ 土 3年GTEC 就職・公務員模試

１９ 日

２０ 月 試験発表 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ(再①)

２１ 火 避難訓練

２２ 水 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ(再②) S.C

２３ 木

２４ 金

２５ 土 出校日(月曜日の授業)

２６ 日 学校開放

２７ 月 期末試験1日目

２８ 火 期末試験2日目 大学等説明会

２９ 水 6/25の代休日 学校開放

３０ 木 期末試験3日目

今
も
余
震
が
続
く
熊
本
地
震

に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地

域
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
親
戚
や

本
校
卒
業
の
知
人
の
様
子
を
心

配
さ
れ
た
皆
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
春
、
今
春
と
熊
本
の
大
学

に
進
学
し
た
２
名
の
卒
業
生
も

大
学
の
グ
ラ
ン
ド
等
で
の
避
難

所
生
活
が
続
い
た
よ
う
で
す
が
、

３
年
次
担
任
が
携
帯
メ
ー
ル
で

「
無
事
」
を
確
認
で
き
ま
し
た

（
連
休
中
は
帰
省
し
た
よ
う
で

す
）
。
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

熊
本
地
震
災
害
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

Ｊ
Ｒ
Ｃ

Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少
年
赤
十
字
）
の

部
員
３
名
は
、
大
型
連
休
中
の
登

校
日
と
な
っ
た
今
月
２
日
（
月
）

の
放
課
後
、
ス
ー
パ
ー
み
し
ま
や

三
刀
屋
店
付
近
の
街
頭
に
立
っ
て
、

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
呼
び
か

け
る
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

７
限
授
業
後
の
放
課
後
、
夕
方

の
１
時
間
余
り
で
１
７
，
９
８
６

円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
中
に
は

上
記
の
熊
本
に
進
学
し
た
同
級
生

を
心
配
す
る
卒
業
生
が
募
金
に
応

じ
る
姿
も
あ
っ
た
。

Ju
ni
or

R
ed

C
ro
ss

ま
だ
ま
だ
余
震
も
止
ま
な
い
今

回
の
被
災
地
に
対
し
、
東
北
の
被

災
地
と
同
様
に
息
の
長
い
支
援
が

必
要
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

そ
の
上
で
、
正
し
い
知
識
を
身

に
着
け
、
私
た
ち
も
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
た
い
。
通
信
各
社
は

「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
周
知

さ
せ
る
た
め
の
ス
ポ
ッ
ト
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
テ
レ
ビ
放
映
し
て
い
る
。

各
種
警
報
が
入
る
メ
ー
ル
設
定
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
は
多
い
だ
ろ
う

が
、
通
信
状
況
が
悪
い
中
で
も
家

族
間
等
の
安
否
確
認
を
取
り
や
す

い
「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
関

す
る
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
も

お
勧
め
し
た
い
。

１ ７ １

災 害 伝 言 ダ イヤ ル
（一般の回線と異なります。災害時だけです。）

★録音する時も★再生する時も

まずは１７１をダイヤル。

その後はガイダンスに従って

電話してください。まずは

１７１を覚えておきましょう。

忘 れ て １ ７ １ ？
い な い

大
震
災
が
発
生
し
た
時
、
皆
が
真
っ

先
に
心
配
す
る
の
が
家
族
の
安
否
。

当
然
に
電
話
回
線
が
パ
ン
ク
状
態
と

な
っ
て
つ
な
が
ら
な
い
状
態
が
長
期

化
す
る
。
電
話
よ
り
は
メ
ー
ル
が
つ

な
が
り
や
す
い
が
、
こ
れ
に
し
て
も

限
界
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
に
頼
れ
る
の
が
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
の
１
７
１
番
。
災
害
時

の
み
に
開
設
さ
れ
る
。
相
手
と
直
接

の
通
話
は
で
き
な
い
が
、
安
否
確
認

の
大
き
な
手
段
と
な
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
家
族
で
周
知
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
通
信
各
社
の
ス
マ
ホ

用
ア
プ
リ
は
利
用
方
法
も
改
善
さ
れ
、

使
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

※詳細は通信各社の
ＨＰ等で確認を
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■前期：５／２７(金)～２９(日)
陸上競技・柔道・サッカー

■後期：６／２(木)～５(日)
ソフトテニス・剣道・ソフトボール

バスケットボール・バレーボール・卓球

（本校部活動関係競技分のみ記載。

開催日は競技によって異なります。）各競技会場 （ 本校関係競技分のみ ）

■陸上競技（松江市営陸上競技場）

■柔道（県立武道館）

■剣道（松江市総合体育館）

＜浜田市開催競技＞

＜松江市開催競技＞

ご声援をお願いします

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
前
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
を
背

景
に
、
島
根
県
で
は
高
体
連
主

催
の
島
根
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
前
よ
り
全
国
高
校

総
体
の
県
予
選
を
種
目
別
に
県

内
各
地
で
開
催
し
て
い
た
が
、

全
種
目
を
同
一
開
催
地
で
行
う

こ
と
に
し
た
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
は

松
江
市
を
会
場
に
、
昭
和
38
年

６
月
７
日
か
ら
３
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
三
刀
屋
高
校
か

ら
は
９
部
の
男
子
75
名
、
女
子

45
名
の
計
１
２
０
名
が
参
加
し

た
。
当
時
は
大
橋
川
の
北
側
に

面
し
た
松
江
市
営
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
総
合
開
会
式
で

は
、
三
高
は
入
場
行
進
に
使
用

す
る
校
旗
（
略
旗
）
が
な
か
っ

た
た
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
部
旗
を
利
用
し
た
。
そ
の

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

第
４
位
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
と
剣
道
女
子
個
人
の
高
橋
民

枝
さ
ん
が
優
勝
す
る
な
ど
し
、

女
子
総
合
は
松
江
北
、
安
来
に

続
く
第
３
位
、
男
女
総
合
は
８

位
と
い
う
輝
か
し
い
戦
績
を
残

し
た
。
ち
な
み
に
、
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
の
下
馬
評
は
高
く

な
か
っ
た
が
、
以
後
７
年
連
続

優
勝
と
い
う
第
２
期
黄
金
時
代

を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三高92年物語
さ ん こ う

第２４回

初の島根県高等学校総合体育大会

昭和３８年

三刀屋高校女子総合第３位

堂々の入場行進

毎
号
、
突
貫
工
事
に
よ
る
執
筆
・

編
集
な
が
ら
も
、
校
正
に
は

気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
老
眼
も
手
伝
っ

て
毎
回
誤
字
脱
字
が
。
そ
れ

だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
（
と
私

が
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
）
、

事
実
誤
認
の
記
事
も
あ
っ
た

り
と
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。
前
号
で
も
大

き
な
誤
り
が
複
数
あ
り
ま
し

た
が
、
発
行
か
ら
し
ば
ら
く

時
間
を
お
い
て
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
際
に
は
、

記
事
を
訂
正
し
て
お
り
ま
す
。

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

が
頻
回
に
な
っ
た
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？
（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

今年の夏の全国高校総体（インターハイ）は広島県を

主会場に、中国５県で開催します。

島根県では体操（松江市総合体育館）、柔道（カミア

リーナ）、テニス（松江市営庭球場・安来運動公園庭球

場）、そしてボート（さくらおろち湖ボート競技施設）

の4競技を行います。

ボート競技は7月28日に雲南市三刀屋文化体育館アス

パルで開会式を行い、翌29日から4日間熱戦が繰り広げ

られます。

■バレーボール（浜田市内各会場）

平成28年度〔第54回〕

■バスケットボール（カミアリーナ）

■ソフトボール（大社高校）

＜出雲市開催競技＞

■ソフトテニス（浜山公園）

■サッカー（松江市内高校）

＜益田市開催競技＞

■卓球(益田市民体育館)

各部の目標や見所、対戦相手

等については、後日発行する生

徒会機関紙『三高ＮＯＷ』をご

覧ください(ＨＰにも掲載します)。
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写真は他校

７５

■水泳（県立水泳プール）


